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ⅷ 12.2.2タイトル 両端固定支持柱 両端固定柱

20
2.1.1項上から3
行目

変わることで， 変わることで生じる，

24 図2.3タイトル 変形 弾性変形

25 図2.4タイトル 変形 弾性変形

26 図2.5タイトル 塑性変形 塑性ひずみ

28
コラム2内図の下

1行目
この長方形平板におけるモーメントのつり合いを考えると， 削除

37 図3.7 S -N曲線 S -N線図

38 上から3行目 ～応力変動など，応力の繰返し数が～ ～応力など，応力変動の繰返し数が～

45 演習問題【3.4】 許容荷重Pを求めなさい 軸力Pの許容限界を求めなさい

61 下から6行目 ～の関係は，式(5.8)となる。 ～の関係は，式(5.4)と式(5.6)から式(5.8)となる。

62 上から1行目 式(5.6)より， 式(5.2)と式(5.6)より，

69 演習問題【5.1】 ～せん断応力とトルクを与えた端部のねじれ角を求めなさい ～せん断応力とねじれ角を求めなさい

91 式(7.12)2行目 sin2θ  cos2θ sin
2θ  cos

2θ
8.1節上から1行
目

正方向の曲げ荷重 曲げ荷重

8.1節上から6行
目

θ－dθ θ＋dθ

98 式(8.12b)

104 下から5行目 図8.6の一端固定―他端支持はり 図8.6の全長がlで等分布荷重wを受ける一端固定―他端支持はり

上から5行目 このまま扱う 未知のまま扱う

上から6行目 自由端に集中荷重ーR A 自由端に上向きの集中荷重R A

上から13行目 等分布荷重 等分布荷重w

下から6行目 ～となる。 ～となる。ここでΦは式(5.10)から求めた。

下から3行目 トルクがxに応じて トルクが位置xに応じて

131 上から3行目 ひずみエネルギーUは， 式(10.16)を用いてひずみエネルギーUは，

150

12.2.2上から1行

目，図12.3タイト
ル

両端固定支持柱 両端固定柱

151
コラム9上から1行
目

平板における応力ひずみ関係は， 平板における弾性範囲での応力ひずみ関係は，

上から1行目 外面では圧力が無視できるため 外面では大気圧を無視すると

下から3行目 pdA 荷重pdA

155 下から1~2行目 内面の曲面を平面に投影 内面の曲面を荷重に垂直な平面に投影

156 上から5行目 左端の平面上 左端の断面上

158 上から2行目 微小平行六面体上における 微小平行六面体における

159 上から3行目 nの方向を定めると nの方向を定めると

上から10行目 座標の取り方 座標軸の取り方

下から8行目 式(13.13d)の三次方程式 三次方程式(13.13d)

下から2行目 座標の取り方 座標軸の取り方

161 上から6行目 困難である 容易でない

〔2〕上から2行目 降伏点 降伏強さ

〔3〕上から1行目 最大せん断ひずみエネルギー説 せん断ひずみエネルギー説

上から5行目 降伏点 降伏強さ

上から6～7行目
最大せん断ひずみエネルギー説（maximum shear stress

energy criterion）
せん断ひずみエネルギー説（shear strain energy criterion）

上から4行目 降伏点 降伏強さ

下から5行目 最大せん断ひずみエネルギー説 せん断ひずみエネルギー説

167
13.4.1項下から5
行目

き裂が成長することで破壊する疲労破壊 き裂が成長する疲労破壊

169 下から5行目 実断面部をはりと見なし， 実断面図をはりの断面と見なし，

178 索引【さ行】 最大せん断ひずみエネルギー説 せん断ひずみエネルギー説
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